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あらまし：現在の交通事故の原因は運転手の不注意が大半を占める.つまり,運転手に事故の危険性を知ら

せることにより事故の未然防止の可能性が高まる.本研究では集合知を活用した運転支援システムを開発

している．本システムでは，ユーザが事故の危険性がある箇所をサーバに投稿することで，集合知が作成

される.投稿情報は GPS搭載のスマートデバイスを介して,運転手に危険箇所を音声で知らせる．また，運

転中にもリアルタイムでマップが更新される. 
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1. はじめに 

近年，交通事故の原因は運転手の不注意など，内

的要因が大半を占めている(1)．特に，普段通り慣れ

ている道では事故の危険を気にしないで走行してし

まう，漫然運転の危険が高まる．加えて，初めて通

る道では事故の危険性のある箇所を予め把握できな

いことから危険の予測が難しい． 

事故を未然に防止するために，運転手には，慣れ

た道に対して事故の危険性を再認識させ，初めて通

る道に対しても事前に事故の危険性を認識させる必

要がある． 

本研究では，自動車及び自転車に後付け設置が可

能なスマートデバイス（スマートフォン，タブレッ

ト端末など）を用い，運転手にリアルタイムで危険

箇所を知らせる運転支援システムを開発している． 

 

2. 関連研究 

近年，運転支援システムの研究開発は盛んであり，

実用化も進んでいる(2)．スマートデバイスを用いた

運転支援システムとして，中川らのシステムは GPS

を用い，位置・速度・方角を取得することで，自転

車における一方通行逆走などを検知し，リアルタイ

ムで不適運転警告をドライバに行うシステムを実現

している(3)．鷲見らのシステムは自動車にスマート

フォンを取り付けることで内蔵するセンサから運転

手の運転挙動を検知し，TLIFES(統合生活支援シス

テム) が想定する見守りシチュエーションの実現を

目的としている(4)． 

 

3. 開発中の運転支援システム 

本研究では，(1)運転中でも利用できる，(2)他者と

危険箇所情報を共有できることを目的として，運転

支援システムを開発している．（図 1） 

運転手にとって初めて通る道でも，付近の地域住

民が危険箇所情報を投稿しておけば，事前に事故の

危険性を認識できる．例えば，「過去に事故が発生し

た」や「小学生が飛び出しやすい」といった地域住

民しか知らない危険箇所情報を共有できれば，事故

を未然に防止することが期待できる． 

 
図 1 システムの概要 

 

3.1 危険箇所情報の投稿 

本研究では，ICT 活用型防災教育システムである

デジタル防災マップ作成支援システム(5)を危険箇所

情報投稿・共有の基盤とする．現在，このシステム

との完全な連携には至っていないが，部分的に独立

したサブシステムを開発して危険箇所情報を投稿で

きるようにしている． 

ユーザは Web ブラウザでサブシステムにアクセ

スし，ユーザ間で共有可能な危険箇所情報を投稿で

きる．危険箇所情報には，ID・緯度・経度・カテゴ

リ・評価値が付加されサーバのデータベースに格納

される（表 1）． 
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表 1 危険箇所情報 

データ 説明 

ID 投稿された順番に割り当てられる 

緯度経度 投稿された危険箇所情報の座標 

カテゴリ 飛び出しの危険性であれば値が１，

急カーブであれば値が 2など，どの

ような危険性を持つかを示す 

評価値 運転支援システム利用者が評価した

値 

 

3.2 危険箇所情報の提示 

脇見運転などの危険行為を回避するために，運転

中の運転手には，視覚ではなく聴覚で危険箇所情報

を提示すべきである．そこで，本運転支援システム

は，Webブラウザ上で動作するアプリケーション(以

下，Web アプリ)を介して，運転中に音声で危険箇所

を知らせる．Webアプリはデバイスに依存しないた

め，さまざまなスマートデバイスでの利用が可能で

ある．投稿された危険箇所情報は最終的に XML 形

式に変換され，本運転支援システムである Webアプ

リに読み込まれて提示可能になる． 

 

3.3 ユーザインタフェイス 

ここでは危険箇所情報の提示におけるユーザイン

タフェイスについて述べる． 

Web アプリ起動後，ユーザには GPS による現在位

置の取得が求められる．現在位置が取得できると

Google Map 上にマーカが設置される．また，Web ア

プリはサーバから危険箇所情報 XML ファイルを読

み込み，危険箇所の座標にマーカ（フラッグ）を設

置する． 

次に，ユーザはテキストボックスに目的地を入力

し，検索ボタンを選択することで，現在位置から目

的地までのルートが表示される（図 2）． 

運転を開始し目的地に到着するまでに，投稿され

た危険箇所が一定距離内に近づくと(現在は試験的

に半径 20m)，どのような危険があるのかを音声によ

り知らせる．例えば，「この先，事故危険箇所情報が

あります．注意して進んで下さい」という音声が再

生される．将来的に，投稿された際に選択されたカ

テゴリによって「この先，飛び出しの危険性があり

ます．注意して進んで下さい」など，どのような内

容の危険性を持つかを再生することを考えている． 

  

 
図 2 運転支援システム（Web アプリ）の UI 

 

4. おわりに 

本研究では，二つの連動する Web アプリにより，

運転手と他者が事故危険箇所情報を共有するシステ

ムに取り組んでいる．これにより運転手はリアルタ

イムで他者から危険箇所情報を知ることができ，事

故の未然防止につながる． 

今後の課題として危険箇所情報投稿システムの実

装及び，投稿情報に対する評価を音声認識により運

転中でも行えるようにする． 

実験においては，実際に使用して貰うことでシス

テムが運転手の意識の補助・改善に有用かを調査し，

本研究における目的の達成がこのシステムで可能か

どうかを検討していく． 
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